
ほけんだより
さあ、いよいよ楽しい夏休みが始まります。暑さが厳しい

うえ、学校の時に比べると、気持ちがゆるみ、生活リズムが
乱れがちになります。夏バテをして体調を崩したり、けがを
したりしないように気をつけて３４日間の夏休みを元気に過
ごしてください。

Ｎｏ.７

令 和 ７ 年７月１８日
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［保護者の方へ］

６月２３日（月）に大田小学校で、『第１回学校保健委員会』を開催
しました。
学校保健委員会とは、学校における健康問題を協議し、児童の健康づ

くりを推進する組織です。学校医の先生方をはじめとし、保護者代表、
教職員が参加し、定期健康診断の結果や体力・運動に関して等について
話し合われました。

【 大田小児童のようす ～定期健康診断の結果から～ 】
① 体格面

本校の児童は、全ての学年で身長と体重が全国や県平均より下回り、全体的に小柄な児
童が多い。

② 視力について
裸眼視力が１．０未満の児童の割合が２７．２％（全国R6：３６．８％）と全国と比べ

て良い状態であったので、今後も視力低下にならないよう注意していきたい。
③ 歯科検診の結果

むし歯のない（すべて健全歯）児童の割合が７７％と高く、特に永久歯のむし歯のない
割合は９７％で、大変良い状態である。しかし、歯肉炎に罹患している児童は３２％で大
変良くない状態。また、歯垢が付着していた児童は３４％と、さらに悪い状態なので、丁
寧な歯みがきを意識させていきたい。

【体力面について】
体力・運動能力調査（令和６年度の結果より）から、体力・運動能力が低下している学

年もあるので、今後も体育の授業の取り組みのほかに業間マラソン（４月～１月）や、な
わとび運動（１２月～３月）等を推進していきたい。

〈今年度の健康の保持増進を図る取組み〉

○ 自分手帳による自己の体力や健康へ気づく機会の充実
○ すこやか調べによるノーメデイアデー（水曜日）や運動時間の振り返り
○ 生活習慣チェックによる家庭との連携
○ 専門的な外部講師による指導の充実

【家庭の様子から】 （家庭でのお子さんの様子を話していただきました。）

・ ゲームをやって過ごしていることが多い。
・ ゲームや動画の視聴時間が長いので、家庭でのルールづくりが大切。
・ 熱中症に気をつけながら、体を動かす工夫をしたい。
・ 食べ物の好き嫌いがあるが、家庭では工夫して食べさせている。
・ 家庭でも、食事や歯みがき、運動等について積極的に取り組ませたい。

【学校医の先生方から】

○ 最近、夏の感染症が流行しているが、天気の気圧の関係や疲れから体調を崩
しやすい。また、コロナ禍で免疫が落ちてしまった影響で、いろいろなウイル
スにかかってしまうのではないか。
全国的に「百日咳」が流行している。予防は、ワクチン接種と手洗い・うが
いの励行が大切。

〇 フッ化物洗口やフッ化物配合歯磨剤のフッ化物応用法を継続することで、歯
質が強化され、むし歯予防効果が期待できる。（歯を硬くする）

○ 熱中症の予防のポイントは、
①こまめな休憩と水分補給
②暑さ指数を測定し、判断して対応する。
③生活習慣や服装の工夫をする。（熱をためないような服装）
④ 家に帰宅後に子どもの反応を観察する。すぐには症状が出ないことがある
ので、十分に気をつける。

⑤ 暑熱順化で、汗をかきやすい体づくりをする。暑さに強い子と弱い子がいるの
で、個人差があるので、無理をさせないことが大事である。

お忙しい中「学校保健委員会」にご参加いただいた保護者の皆様、
ありがとうございました。
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